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[Master Course・Doctor Course]
Research Supervisor and Research Subject

Construction and Environmental Engineering

Master Doctor Remarks

Yoshitaka Suetake

Shingo Miyazawa

Miki Watanabe

Masatomo Nagao

Tomoyoshi Nishimura

Hiroaki Saito

Keiko Muro

Yoshihiro Nitta
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①Structural Analysis of Plates and Shells,
②Three-Dimensional Analysis of Thick Plates, ③Element-Free Method

①Improvement of Concrete Durability, ②Development of Low Carbon Cement,
③Control of Cracking in Concrete Structures

①Architectural History, ②History of Housing, ③Architectural Design

①Water Environment in Rivers,②Organic Matter Transportation and Circulation,
③Flow Visualization for Measurement Technology

①Liquefaction of Unsaturated Ground, ②Properties of Bentonite,
③Soil Water Retention Properties

①Building Physics, ②Energy Conservation in Building,
③Hydrothermal Analysis in Building Envelope

①Environmental Science in Building,
②Environmental Psychology and Physiology, ③Thermal Comfort

①Smart Structure, ②Structural health monitoring,
③Structural Control

Supervisor Research Subject

・Doctor Course
Ｅ Architectural Structure Engineering
Ｆ Construction Material Engineering
Ｇ Construction Planning
Ｈ Environmental Systems Engineering

・Master Course
Ａ Architectural Structure Engineering
Ｂ Construction Material Engineering
Ｃ Construction Planning
Ｄ Environmental Systems Engineering

【情報・生産工学専攻】

１．専攻の理念
本専攻は、幅広い研究分野に柔軟に適応しかつ、より高度な工学知識と研究能力を持つ研究者および技

術者を養成することを目的としている。この目的を達成するために、以下の研究・教育目標を定め、高度

な研究・教育を図ることを目的とする。

２．研究・教育目標
ａ．専攻分野に関する卓越した学識：

専攻分野に関する理論および応用を研究し、その分野の卓越した学識を養う。

ｂ．研究者としての自立した研究活動能力：

課題をみずから発見し、解決方法を考え、分析・考察を自立して行いうる、独自性を備えた研究能力

を養う。

ｃ．専攻的な業務に必要な高度な応用能力：

専攻分野についての高度な知識・技術を、高度の専門性が求められている業務に応用しうる能力を養

う。

ｄ．技術者倫理：

専攻分野の技術が自然環境や社会に及ぼす影響を理解し、研究者・技術者として責任を持って活動し

うる能力を養う。

３．情報・生産工学専攻における専修構成
以上の研究・教育目標を達成するために、以下の専修を設けている。

茨 情報システム工学専修：

準備されている授業科目は、情報システム工学特論、生体情報工学特論、ヒューマンインタフェース

特論、コンピュータシミュレーション特論、情報・生産工学セミナー、特別研究である。

芋 電子情報工学専修：

準備されている授業科目は、光情報処理デバイス工学特論、計算機数学特論、

磁性デバイス工学特論、無機機能材料特論、情報・生産工学セミナー、特別研究である。

⑶ 生産システム工学専修：

準備されている授業科目は、生産工学特論、表面工学特論、最適デザイン特論、材料プロセス工学特

論、構造不安定現象特論、油圧システムダイナミクス特論、粒界・界面工学特論、ＣＡＤ／ＣＡＭ特

論、コンピュータシステム特論、情報・生産工学セミナー、特別研究である。

允 エネルギー変換工学専修：

準備されている授業科目は、エネルギー変換工学特論、電磁機器工学特論、連続体力学特論、高周波

インバータ特論、熱流体システム工学特論、磁気工学特論、応用超伝導特論、情報・生産工学セミ

ナー、特別研究である。
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博士後期課程における研究・教育目標


